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東北地域 に おけ るイネい もち病防除の 現状
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1 ．は じめに

　東 北地域 の 水稲栽 培面積は，全国 の 約 4 分 の 1 を 占め，そ の 収量 ・品 質水準 は他地域 と

比 べ る と高 い
。 し か し，本地域 の 多く は い もち病 の 発 生 に好適 な気象 条件 を有す るた め，、

他地域よ りい もち病 による被害を受けや すく，本病 に対す る薬剤を用 い た防除圧 が他地域

よ り高い （図 1）。 こ こ で は東北地域に お け るイ ネい もち病防除 の 現状 とそ の 問題点 に っ

い て 概説する。
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、 図1 東北地域と全国のイネいもち病延 防除面積率の推移

2 ，防除体系

　 い もち病 に対す る薬剤に よ る 防除 は
，
農家 の 高齢化，ドリフ ト （農薬飛 散）抑制や圃場

の 大型化 ， 集落の 共同防除体制の 弱体化な ど の ため，全 国的に粉剤や液剤 の 地上散布や 有

人 ヘ リ を用い た 航空防除か ら
，

水 面 施用剤 か 長期持 続型薬剤 の 育苗箱施用に よる予 防散布

と無人 ヘ リに よる茎葉散布に 主体が変化 し （図 2 ），東北地域 もこ の 例外 で はな い 。

　東北地域 の い もち病の 薬剤防除体系 と し て
，　 （1 ）茎葉散布の み ，　 （H ）葉い もち ・粒

剤水面施用
一穂い もち ・茎葉散布 ，　 （皿）葉 い もち ・粒剤水面施用一穂 い もち ・粒剤水面

施用 ，　 （IV＞葉い もち ・育苗 箱施用
一穂 い もち ・茎葉散布お よ び （V ）葉 い もち ・育苗箱

施用
一穂 い もち ・粒剤水面施用 の 防除体系が あげられ る （表 1， 平成 19 年度岩手 県作物

病 害 虫 ・雑 草 防除指針 ）。平成 20 年 度の 北海道 ・東北地区植物防疫 の 資料等に よ る と，

東北 地域は （V ）型 を 主 体 と し た岩手 県 ・宮城 県
・福島県 ， （IV）型 を主体 と し

，
穂 い もち

の 茎 葉散布 を無人 ヘ リで行 う山形 県，葉 い もちは予 防剤主体で 茎 葉散布の 無人 ヘ リが多い
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図2 有人
・
無人ヘ リ防除異施罕とい もち病 畏期持観哩鷹苗箱剤施用率の 推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　（植勅防 疫課 およq農薬工業界 資料 よ り作図）
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図 3 　 東北 3 県のイネい もち病薬剤

　　　防除法

■いも5 　 糖いもぢ

　 山形県

秋 田県，葉 い もち の 防除が予 防粒剤 と無人 ヘ リに よる茎葉散布 ， 穂い もちの 防除が無人 ヘ

リに よる茎葉散布が 比較的多 い 青森県 に類別 で きる （図 3 ）。また ， 宮城県など の
一

部で

は育苗箱施用 の み で い もち病 の 防除が 行われて い る （私信）。

　以上 の こ とか ら， 東北地域では葉い もちを育苗箱施用や水面施用で 予 防的に 防除 し
， 無

人 ヘ リなどの 茎葉散布に よ り穂 い もちを防除する体系が 主に な っ て い る と考え られる。

3 ．い もち病の 発生 と防除圧

　図 4 ，図 5 に植物 防疫課 の 統計資料か ら作成 した最近 5 年間 の 東 北 6 県 にお ける葉 い も

ち と穂 い もち の 発生 面積率 と延防除面積率 を示 し た 。 県 毎に，気 象条件，発 生様相，作付 け

品種 ，防除体 系が異なるが，葉 い もち の 発生が遅 く，比較的そ の 程 度が低 い 青森県 で は，図

3 か らもわか る様に葉 い もち の 防除が他 の 5 県 よ り比較 的少 な い 。また ， 図 6 に示 し た様

に 近年の 圃場抵抗性 強品種 の 作付 けの 増大 も有 り，青森県 で は葉 い もち の 発 生も減少 し て

い る。

　
一方 ， 葉 い もち に 対 し予 防的な育苗箱施用 を 主体とする岩手 県 ，

宮城県 な らび に こ れ に

近 い 福島県で は ， 葉い もちの 防除は こ の 施用 1 回 の み で あ る と推測 され る。なお，原因は

特 定で きな い が
， 葉いもち の 発生 面積率は岩手県で 低 く ， 宮城，福島県で岩手 県よ り高 くな

っ て い る。また
， 秋 田県，山形県で は 葉い もち の 予防防 除以外 に葉 い もち の 茎葉 散布 が行

われ て い るた めか
， 他県よ り葉 い もち の 延防除面積率が 高く， 葉 い もち発生面積率 も比較

的低 い 。
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一

方 ， 穂y・もち防除に つ い て は
， 茎葉散布に よ る防除が多い 青森県，秋 田県お よび山形

　　　　　　　 県 で 防除回数が多く ， 予 防粒剤 による防除が多い 岩手県 ， 宮城県など で は穂い もちの 防除

　　　　　　　 回数は 比較的少な い 。
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図 6　 東北 6 県の水稲栽培品種の い もち病圃場抵抗性

　東 北 各県 で栽 培 され て い る水稲品種 の い もち病に対する 圃場抵抗性程度を図 6 に 示 し

た 。 青森県で 栽培 され て 品種 の ほ とん どが圃場 抵抗性程度が強 であ るの に対 し， 他 の 県 で

栽培 され て い る 水稲 品種 の ほ とん どは 圃場抵抗性が 弱 い 。なお ， 真性抵抗性に つ い て は分

布す る レ
ー

ス の 種 類 か ら，
い ずれ の 県 で も有効でない と考え られ る。

4 ．温 湯 ・生物農薬による種子消毒 と種子伝 染

　近年 ， 化学合成農薬を使わず，廃液処理や薬剤耐性菌発生 の 心配 の な い 温湯や 生物農薬

に よ る種子消毒が，環壇保全型 の 特別 栽培や 有機栽培を中心に東 北地域 で 急増 して い る 。

すなわち ， 平成 20 年度の 温湯消毒に よる種子 消毒率は
， 宮城県 72％，山形県 23％ お よび岩

手県 10％
，

生物農薬に よ る 同率は 岩手 県 53％ お よび青森県 13％ で あ り，同年度 の 東北地域

全体の 温 湯 と生物農薬に よる種子消毒 は全体 の 33％ を 占め て い る 。

　し か し
，
温 湯や生 物農薬に よ る 種 子 消毒 は，化学合成農薬 に比 べ ，そ の 効果 が 不十分 なた

め
， 病原菌に 汚染 された種子を用い た場合，種子伝染性 病害が発 生す る 。

　すなわ ち
，

温 湯に よ る水稲 の 種子 消毒は
， うる ち品種 で 60 ℃ 10 分間 の 処理 が

一
般的で

あ るが，病原菌に よる汚染程度の 高い 種子 などを用い た試験で は苗い もちやばか苗病の発

生がみ られ る （図 7 ）。

一方， 微 生物農薬 で ある 「エ コ ホ ープ 」 ，
「タ フ ブ ロ ッ ク 」 に っ い
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　　 に対する騰 （藤   から作図）
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　　 防除効果 （佐々 木，2008）

て も温 湯消毒 と同様 な試 験例が報告 され て い る 。 また ， 佐 々 木 （2008）は 「エ コ ホ ープ 」 で

は 苗 い もち の 発 生 を完 全に 抑制 で きな い （図 8 ） こ とか ら，育苗 期の 補完防除が必要で あ

る と して い る。

　以上 の こ とか ら，温 湯や生物農薬に よる種子 消毒の 増加 に伴い ，種子伝染に よ る い もち

病 の 発生 の 機会が増加 し て い る可能性 が示唆 され る 。

5 ．茎葉散布 と圃場抵抗性強品種の 利用に よる薬剤費の 低 減

　圃場 に分布す るい もち病菌に 対 し真性抵抗性が有効な品種や マ ル チ ライ ン を効果的 に利

用すれ ば
，

い もち病は 発 生せ ず ， 薬剤を散布 す る 必要 は 無 い
。 し か し，東北地域で は 「ササ

ニ シ キ 」 の マ ル チ ライ ン は わずか し か栽培 され て い な い 。 こ の 原因 として，「サ サ ニ シ キ 」

の 栽培 面積が 減少 した こ と もあ る が
，

マ ル チ ラ イ ン で は 種 子 の 増殖 や管理等 が煩 雑 な こ と

や レ
ー

ス の 分布状況 の 把握が必 要 で
， 利用可能な真性抵抗性遺伝子源が限 られ て い る こ と

な どが考え られ る。東 北地域で は現在 ，
「サ サニ シ キ 」 以外の 「ひ とめぼれ 」，　 「あきた

こ まち 」 な どか らマ ル チ ライ ン の 育成が行われて い る が，マ ル チ ライ ン によ るい もち病 の

防除 は，今後 の 課題 と して 残 され て い る。

　
一方，圃場抵抗性強品種で は マ ル チライ ン の様な煩雑 さがな い ため，そ の 利 用 は容易で

ある．さらに，近年は 良食味な 圃場抵 抗性強品種が 育成 されて い る。しか し
， 米価が下落

傾向に あ る昨今，高 く販売で きる圃場抵抗性 の 弱 い ブ ラ ン ド品種 に 栽培 が 偏 り
， 薬剤に よ

る い もち病防除 は必須の もの とな っ て い る。

　表 1 に慣行防除 （水 面施 用 と 2 回 の 穂 い もち の 茎葉散布）と 茎葉散布量や散布 回数を 削

減 し た い もち病 の 防除 に関す る圃場抵 抗性程度 の やや弱 の 「萌えみ の り」 と強め 「ち ゅ ら

ひ か り」 を用 い た試 験結 果 を示 した 、

　本試験は い もち病 の 中 〜 多発性 条件下 で行われ たが
， 圃場抵抗性強品種の 「ち ゅ らひ か

り」 は
， 穂い もち の 1 回防除だ け で 圃場抵抗性 弱 の 慣行防除並 の 効果を有 し た。また

， 圃

場抵抗性 の 弱 い 「萌えみ の り」 で も
， 廉価な茎葉散布剤を用 い ，適期に散布すれ ば散布量
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を削減 して も薬剤費を慣行の 50％以上低減で きた。

1　　 の 　　　　
L立

にお け
ー

い 　ち病の

い 藍い 1　　 、口 1

年次 品 　 種 試　験 　区 病斑 数

（個加 り
防除価

被害籾 率

　 （％）
防除価 葉い もち 穂い もち 円／10a

慣行 防除
に対 するLI

出穂期

（月日）

精 玄米重
（kg〆10a）

千粒重

（9）

2007
萌 えみ の り

　 ，＿防 除

慣行 防除

減薬剤費 123

且

3aga19a 晶
969248

．15
．7a6
．8a63a

露
8687

　 Ol

〔P）
1（P2）

lKF二Fユ

　 　 0

〔KF・T）
　 1〔T＞
2鰓

・
Ω

　一
2、6331
，593

．1譜 7§

：

39558

．88
．88
，88
．88
．88
．8

465a731b697b753b24．Sy24
、2　　 z24

，4　 yz24

，2　　 z24

．5　 yz24

、5　　 z

　凾．
ち ゅ らひか り

越驪
2

　 　 1　 3

　剛
5a3a

門
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　 99

．凾凾．鬥
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．8a

　圈．
809000 　 o

凪 T4 ヨ9

匹． ■
　酷

．「．．E．．．．．．1．．冂．【．．冂
671ab654ab

2008
萌 えみ の り

　’噛1驢
慣行防除

減薬剤 費 1
減薬剤 費 233311y

工Oy65X
爵
978112

．L3
．5y4
．9y3
、01

畳
59
τ5

　 Ol
（P）

1（P2〕
1〔KF）

　 02
（F・T）

　1 （T）
2（F

・
血

　一
2｝5671
，593931

：
38648

．78
．78
．78
．78
．78
，7

719767766

τ5324

．625
．025
．024
．5

ち ゅ らひ か り
蕪防際
　 1　 316y2495935

．9y4
．25165Qo

　 Q
且 T4 蓐9 髭

59368624 ，724
，7

注）　 1．　 　 」 は 2007 　 の 灯 Aの販 か ら

2．薬剤散布回数 の 括弧内の 記 号は散布薬剤名 を示す ．P ： プ ロ ベ ナ ゾール 8 ％粒 剤 （3kg／lea＞ 、P2 ： プ ロ ベ ナゾール 8 ％粒剤 （2kg／10a） 、
　 KF ： カ ス ガ マ イシ ン ・フ サ ライ ドゾル 、　 T ： トリシ クラゾ ール ゾ ル ．　 F ： フ サライ ドフ ロ アブ ル 、各水和剤 はい ずれ も 1，00e倍液を

　 展着剤 を加 用 し、慣行防除 区は 150T．〆10a ．減薬剤 区は葉 い もちに leeLAea 、穂 い もちに 120L ／lOa 散布．

講 擦紺 覊賜弗 鳩灘嬲、翻畠襲覊i灘 直議覊 1溜轍 篇钁董齪 嚇 勒 結果 を示す．

6 ．おわ りに

　2006年の 米価は 1989年 と比 べ る と 33％ も下落 して お り，2005年 の 稲 単
一農家の 基幹的

農業従事者 の 71％ は 65 歳以上
，
25％ は 75 歳以上 と高齢化 し て い る 。

一
方，2005 年の 稲作

農家数は 2000 年と比 べ
， 約 3 割も減少 し，零細農家を中心 に作業委託が増大 した。また，

稲作を行 う法人が増加 （2005年の 法人数は 2000 年 と比 べ 約 53％） し，緩慢で は あるが規

模拡 大 が 進 ん で い る 。
、

　農家 の 高齢 化や米価 の 下落 あ るい は稲作経営 の 変化等を考慮すれ ば， 今後の稲作農業に

おけ る い もち病防 除体 系 は，兼業農家を 中心 と し た 比 較的高価な粒剤 の 育苗箱施用 と ラジ

コ ン ヘ リに よる茎葉散布 の 体系 か ら，企業的な稲作農家や法人等を対象 と した 発生予察等

の根拠 に基 づ い た，散 布 回数 を減 じた廉価な茎葉散布 の 体系に よる防除体系 へ の 変換が 必

要 で ある と考え られ る。そ して ，こ の 様な体系 を確立するには ， 発生予 察の み ならず薬剤

の 防除特性や薬剤費 さらには散布 経費 ・方法 ， 減収 な ど経営的な観点も包括 した い もち病

の 防除 に 関す る試験研 究を進展 させ る必 要 が あ る。
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